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天文ボランティア育成のためのイベント開催について
About the event holding for the astronomical volunteer promotion
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はじめに
大学におけるボランティアの育成は，地域社会貢献として地域の市民の活動を活発にするために重要である．本報で

は，秋田大学教育文化学部の天文台において実施された，天文ボランティア育成のイベントの概要とアンケート結果，そ
の考察について報告する．

天文台のイベントと天文ボランティア
　秋田大学教育文化学部の天文台では，毎月，天文イベントを開催しており，一般市民から天文イベントを協力する

天文ボランティアを募集している．天文ボランティアは天文台で開催される講座や講習会，天体観察会を受講する天文
学や天体観測の知識を学習することができる．平成 22年度からは星空案内人認定講座を開講し，天文ボランティアの育
成を計画的に行っている．熱心な天文ボランティアには，天文のイベントを天文台以外で実施することを希望している．
しかし，天文イベントを実施するには，多くの人手や機材が必要になる．天文ボランティアの活動を支援できるよう，天
文台は天文施設や人的資源の提供ができる体制を整えることが必要であると考えられる．

イベントの概要と企画された天文イベント
　天文台では，天文ボランティアと一般市民を対象に，天文ボランティア同士のコミュニケーション能力と企画力を

育成するための講座として，「天文ボランティアのコミュニケーション講座」（JST地域活動支援事業，7月 3日，8月 7
日，9月 4日）と「天文イベントを開こう！天文ボランティア育成講座」（秋田大学横手分校主催事業，1月 29日）を開
催した．はじめに，「世界天文年 2009参加・実施マニュアル」（企画・制作　世界天文年 2009日本委員会　天文教育普及
研究会）のテキストを参考に，天文ボランティアの役割と天文イベントの開催方法について解説を行った．次に，簡単
なワークシートを使って，天文イベントの企画立案のワークショップ活動を行った．
秋田市では，イベントを 3回開催し，参加人数はのべ 16名であり，合計 6つのイベントの企画が提案され，2件が実

施された．ひとつは，参加者が所属している天文サークルを対象に，秋田大学の天文台で夜間観察会を開催する企画で
あり，もうひとつは，駅前のコミュニティーホールを会場に，星のはなしとコンサートの企画である．横手市では，イ
ベントを 1回開催し，参加人数が 8名あり， 9件のイベントが提案された．うち 1件はすでに実施することが決定して
いる天文イベントの紹介であった．また，別々に提案された天文朗読会と天体観察会を合同して，新しいイベントとし
て実施してはどうかということで，活発な意見交換が行われた．

アンケート結果と考察
　秋田市と横手市で行われたイベントにてアンケート調査を行った．「活動は楽しかったか」，「分かりやすかったか」の

設問では，ほぼ全員が楽しかった，分かりやすかったと回答した．「このような活動に参加したことがあるか」の設問で
は，約 2割はよく参加している，約 5割は参加したことがある，約 3割は初めてと回答した．「また参加したいか」の設問
では，約 4割は積極的に参加したい，約 6割は機会があれば参加したいと回答した．「自然や科学・技術に興味があった
か」の設問では，ほぼ全員が興味があったと回答した．「自然や科学・技術への興味が高まりましたか」の設問では，約 9
割は興味を持った，2名は変わらない，1名は少し興味が薄れたと回答した．アンケート結果から，多くの参加者が，今
まで，自然や科学・技術に興味があり，このような活動にも参加した経験があったため，今回のイベントが楽しく，分か
りやすい活動になったと考えられる．自然や科学・技術への興味が少し薄れたと回答があったが，自由記述に，イベン
トの成功例，失敗例について聞きたかったとの意見があり，イベントの途中にも参加者の要望を取り入れ，イベントの
構成や進行を変更するなど改善を図る必要があったと考えられる．今後も，秋田大学の天文台を拠点として天文ボラン
ティア育成のイベントを開催することにより，地域の天文教育の普及に貢献していくことが期待される．

キーワード:社会貢献,ボランティア育成,コミュニケーション能力,企画力,天文イベント
Keywords: contribution to society, volunteer promotion, communications skills, project power, astronomical event



GSC022-02 会場:301A 時間:5月 23日 08:45-09:00

月周回衛星「かぐや（SELENE）」のデータを利用したドーム映像制作
The creation of movie for full dome projection using the data of KAGUYA
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1 国立天文台
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Japanese lunar orbiter KAGUYA (SELENE) was launched by the Japan Aerospace Exploration Agency (JAXA) on September
14, 2007. KAGUYA carried 14 scientific instruments to investigate the lunar origin and evolution and to develop the technology
for the future lunar exploration. The LALT (Laser ALTimeter) and the TC (Terrain Camera), 2 of the 14 instruments, continu-
ously observed the lunar surface and by using these data, we have created the movie ”KAGUYA’s Moon” for dome theater.

The LALT is a ranging instrument that emits a laser beam to the lunar surface and measures the distance to it from the main
orbiter by the timing delay of the reflected light. It obtained a global and precise topographic data set of the Moon, including the
polar regions with a latitude higher than 75 degrees that have never been explored by previous satellites. And the TC has two tele-
scopes with one-dimensional detectors looking at forward and backward directions, respectively. It captured three-dimensional
(stereo) images of the Moon’s globe with a world’s first super high definition of 10m.

After these data were first processed by RISE (Research In Selenodesy) project and TC team respectively, we imported them
to Maya which is a high-end 3-D computer graphics software to visualize the lunar surface. By using Maya instead of commonly-
used visualization software, we succeeded in improvement of the quality as movie.

This movie is stereoscopic and the size of dome master is 3K. So it can be projected at many digital dome theaters and stereo-
scopic dome theaters across the nation. And now we are creating the high-definition version. It will be available on the web site
of 4-Dimensional Digital Universe (4D2U) project soon.

キーワード:かぐや,月,可視化,ドーム,レーザ高度計,地形カメラ
Keywords: KAGUYA, SELENE, moon, visualization, LALT, TC



GSC022-03 会場:301A 時間:5月 23日 09:00-09:15

オーロラ３Ｄプロジェクトと全国オーロラ講演会２０１０
Aurora3D Project and Aurora Talk Show 2010
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「オーロラ３Ｄプロジェクト」では、放送文化基金とニコンの援助を受けて、アラスカでオーロラの３Ｄ撮影を行い、
科学技術館シンラドーム科学ライブショー「ユニバース」の一環として３Ｄオーロラの上映を行ってきた。ウェブサイト
（http://www.aurora3d.jp/）を製作し、インターネット（ブログやツイッター）を介して教材の配布とイベントの告知を行
うとともに、得られたオーロラ映像を用いて２０１０年１２月には全国１３か所で「全国オーロラ講演会２０１０」を
開催した。全国オーロラ講演会は今回初の試みだったが、地球電磁気地球惑星圏学会の後援を受け、主催者・関係者の
方々と当学会の若手研究者を中心とした講演者の努力で、太陽から惑星まで様々なテーマについて、それぞれの地域や
大学の特色ある講演会が開催され、小学生から大人まで幅広い参加者の満足度は高く、バージョンアップしてぜひまた
来年も、という声が非常に数多く集まった。今後も、地元の科学館・天文台やサイエンスカフェ等とのつながりを継続
発展し、オーロラ関連科学の最先端に触れるイベントを時折開催する意義は大きい。本講演では、これらの経験で得た
反省点などをまとめて報告する。昨年の成功を受け、今年の１２月には、この企画に賛同し協力して頂ける方々ととも
に、開催規模と宣伝手法を一段階レベルアップすることで、「全国オーロラ講演会２０１１」を盛り上げたいと考えてい
る。オーロラ講演会事務局への参加や支援・アドバイスなど、多くの意見を集めたい。

キーワード:オーロラ,サイエンスカフェ,プラネタリウム
Keywords: aurora, science cafe, planetarium



GSC022-04 会場:301A 時間:5月 23日 09:15-09:30

新たな観光資源「トマムの雲海」を通じた産学連携の環境教育～トマム雲海仙人の
雲修行～
Environmental education by new sightseeing resources, ”cloud sea at Mt. Tomamu” in
Hokkaido, Japan

中村一樹 1,山中康裕 1∗

Kazuki Nakamura1, Yasuhiro Yamanaka1∗

1 北海道大学大学院地球環境科学研究院
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図は、北海道占冠村に位置するトマム山の雲海テラス（標高 1088ｍ地点）から撮影した雲海である。スキー場のゴン
ドラ整備担当従業員の一言がきっかけで、それまで気づかなかったトマム特有の立地と夏シーズンの気象条件が生み出
す幻想的な雲海の出現の価値に気付き、2006年から雲海テラス（2005年は山のテラス）として営業している。この雲海
テラスという場を利用して試みた 2つの学びの実践について報告する。2つの学びとは、新しい雲の環境教育プログラム
を通じた訪れる観光客の学び、もうひとつは、新しいプログラムの開発に大学院生が関わることによる大学院生自身の
学びに関わるものである。景色を観るだけではなく一歩深めたツアーとすることが雲海観光の課題となっており、この
取り組みを通じて課題の解決を図った。

(1)雲のプログラムを通じた観光客の学び
札幌市の小学生全員に月 1回配布されている環境新聞「エコチル」紙面の特集記事と連携し、親子が「雲」について

学ぶ 1泊 2日の親子ツアーを対象としてプログラムを作成した。トマム山に住む雲海仙人からお告げがあり、仙人の代
わりに「雲」について調べるというストーリー性を持たせた。具体的には、雲の観察、雲に関わるゲームやクイズ、雲
海テラスでの雲海観察など、親子で楽しみながら学ぶ内容とした。「雲を好きになる」が、このプログラムのコンセプト
であり、子ども達が帰宅してからも雲、気象そして環境に対する興味を持続してくれることを期待している。

(2) EPoCHコースインターンシップ実習による大学院生の学び
本取り組みは、北海道大学環境科学院の課外コースとして 2010年 5月に新設された、環境プロジェクトコーディネー

ターコース（EPoCH）の実践の場のひとつとなっている。（株）星野リゾート・トマムと連携してインターンシップの取
り組みとすることで、大学院のコース生は、社会の中の仕事の進め方、課題の解決の仕方を実践で学びながら、新しい
教育プログラムの開発に関わることができる。
この取り組みを通じて「雲海」という観光資源を「観て」楽しむだけでなく、「知って」、「触れて」楽しむ新しい観光

プログラムの作成を産学連携により実現できた。2010年 9月に行われた環境新聞エコチルのツアーの中で、作成したプ
ログラムを実施した。今後、EPoCHを発展させて 2011年度に正式にスタートする北海道大学大学院環境科学院環境起
学専攻実践環境科学コースの大学院教育の一環として、プログラム内容を改善し、2011年夏シーズンから一般の観光客
向けに運用する予定である。
この取り組みを行うにあたり、協力していただいた（株）星野リゾート・トマム、北海道大学関係者に感謝申し上げる。

キーワード:雲海,観光,環境教育
Keywords: cloud sea, sightseeing, environmental education



GSC022-05 会場:301A 時間:5月 23日 09:30-09:45

名古屋市科学館における二酸化炭素地中貯留に関する常設展示の開発
Development of a permanent exhibit visualizing the mechanism of carbon dioxide under-
ground storage

西本昌司 1∗,山田泰広 2,鈴木雅夫 1,福島努 3,益田亮吉 3,河合伴治 3,小林敬之 3,柳原朋子 3

Shoji Nishimoto1∗, Yasuhiro Yamada2, Masao Suzuki1, Tsutomu Fukushima3, Ryokichi Masuda3, Tomoharu Kawai3, Hiroyuki
Kobayashi3, Tomoko Yanagihara3
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Underground storage of carbon dioxide is an important method to reduce atmospheric emissions of greenhouse gases, which
may contribute to the global climate change. Recent scientific investigations argue that residual gas trapping is an effective mech-
anism to securely store CO2 in aquifers, especially in Japan. In order to make progress on this approach, understanding and
support from the public are vital, but the geological storage of CO2 has not well-known to the community.

The Nagoya City Science Museum developed a permanent exhibit to visualize the mechanism of residual gas trapping in
aquifer. The modeled aquifer, originally designed by Takahashi et al., (2006), is made of layers of glass beads in an acrylic
cistern. We used two sizes of glass beads, 1mm and 2mm in diameter, as differently permeable layers of porous sediments. The
experiment can be automatically operated as follows: 1) fill the pore space of the glass beads with water, 2) inject air from the
bottom of the cistern and observe the behavior of the injected gas, 3) stop the air injection then discharge the water to initialize
the experiment. Lighting from the front side makes effective visualization due to retroreflection of the glass beads. We believe
this exhibit will give a better understanding of carbon dioxide underground storage to the visitors.

キーワード:二酸化炭素地中貯留,残留ガス,常設展示,科学館
Keywords: carbon dioxide underground storage, residual gas, permanent exhibit, science museum



GSC022-06 会場:301A 時間:5月 23日 09:45-10:00

砂遊びから学ぶ箱庭火山学
Hakoniwa volcanology from playing with sand

高田亮 1∗

Akira Takada1∗

1 産業技術総合研究所
1AIST, Geological Survey of Japan

理科教育の宝庫であるアナログ実験は，日常の身近な材料を利用する．特に，食材を使うものが象徴的になり「キッチ
ン地球科学」，「キッチン火山学」ともいわれている．しかし，実際は台所だけでなく，風呂場でも，庭でも身近な素材
で楽しむことができる．ここでは，どこでも使える砂や土を基本材料にする実験を紹介する．「キッチン」の延長として
「箱庭火山学」とでもよべるものである．砂場は子供達には遊びを提供し親しみ深い場所である，食材に比べて規模の大
きい実験も可能である．一般に不器用である子供達にとっては，砂は格好の素材である．砂や土なら，災害の現場でも
活用できる．少量の水と自然の風があれば，実験はできる．発展途上国では食品は高価で手に入らないものもある．実
験場所としては，野外では砂場，室内では床，洗面器内などで簡単にできる．失敗すればすぐにもとにもどして再現可
能である．注意点としては，室内の場合は，換気に気をつけることが重要である．また，材料が目に入らないような工
夫も必要である．
　砂を使った実験は，産業技術総合研究所のイベント（高田ほか，2008，及川ほか,2009；三輪ほか，2010），つくば

エキスポセンター，つくばフェスティバル 2010（宮地ほか，2010），山梨県環境科学研究所の教員研修（2008-2010年）
（山梨県環境科学研究所・山梨県教育委員会），第 17回火山学会公開講座（2010）などで実行した．火砕噴火，火砕流，
溶岩流，カルデラ形成（並木，2007），山体崩壊，火山性泥流など様々なコンテンツを紹介する．
　例えば，火砕噴火では，砂は破砕したマグマに化ける．２つのペットボトルを接合してノズルを作成し，下側の口

をエアーポンプにチューブにつなげる．ノズルに砂を入れて，エアーポンプから空気をおくる．ノズル内の砂は，上の
口から噴き出す．火砕丘成長実験ができる．風上に扇風機をおき．下に地図を広げると広域的な火山灰の拡散堆積実験
ができる．溶岩流の実験では，砂と水が一体となるとマグマに化ける．自分で砂山を作り，ノズルを埋め込み，水で溶
かした粉や細流の砂を砂山の山頂から噴出させる．エアーポンプの空気の注入しかたでストンボリ噴火やフルカノ噴火，
溶岩流流出まで再現できる．流動した砂の水は下の砂山に抜け，あたかも固まった溶岩となる．

キーワード:アウトリーチ,アナログ実験,キッチン火山学,箱庭火山学,砂,噴火
Keywords: Outreach, Analog experiment, kitchen volcanology, Hakoniwa volcanology, sand, eruption



GSC022-07 会場:301A 時間:5月 23日 10:00-10:15

防災教育における地産地消　～静岡県が直面する地震津波連続災害の軽減をめざし
て～
Disaster prepardness and education activities based on locally produced and consumed
concept

林能成 1∗

Yoshinari Hayashi1∗

1 静岡大学防災総合センター
1CIREN, Shizuoka Univ.

自然災害の社会的影響をできる限り小さくとどめるための防災・減災は地球科学の有力応用分野の１つであり、科学・
技術を社会に役立てることができる分野であると認識されている。理科教育の一部としてこれまでにも多くの魅力的な
プログラムが展開されてきたが、その普及や継続的実施が難しいという問題点も指摘されてきた。このような課題を解
消することをめざして静岡県では、地域に在住し災害に関する危険性を共有している人々を中心に、各自の職業・専門
性をいかした形で参加してもらい、世代をまたいで知識や行動規範を広めていく活動を展開している。
静岡県では３０年以上にわたって東海地震が地域的重要課題の１つと考えられてきたが、その教育のための教材作成な

どには地域外の専門家や企業の力を借りることが少なくなかった。防災という地域課題においては、完成品としての教材
の普及もさることながら、ものを作り出すプロセスや、その事業に携わった人間が地域内に与える影響も無視できない。
自然災害の発生様式には地域性があり、備えの意識や対策の進め方には地域差が大きい。継続して災害への備えを進

めるためには、この意識を共有し、自らがその共同体の一員であるという意識の醸成が重要になってくる。そこで現在
進めている活動では、「その道の第一人者」、「業界ナンバーワンの技術力」といった現時点での評価のみならず、地域の
一員としての活動を通じて、将来的にそのような評価が得られるポテンシャルをもった人々の参加を募った。
また、多様な専門性を持った人の参加を促すことにも注力した。防災を科学・技術的観点の視点のみから捉えると「専

門家にまかせておくべきもの」という態度を生み出しやすい。イラストレーター、土木技術者、町おこし活動といった
各自の日常的な活動の一部として防災に関係する事柄をとりいれることで、普通は防災とはあまり縁のない場面で、防
災について話題にされる機会が生み出された。これにより防災至上主義的価値観を持った人とは異なる社会階層へのコ
ミュニケーションチャンネルが得られつつある。
このような専門家が時間的に無理のない形で参加することで、これまでの防災教育に関する活動に比べると職業、年

齢層、性別などに大きな多様性がうまれた。強い地域性を持った課題である防災においては、このような地産地消的な
活動が、継続や地域の底上げという観点からも重要であると考えられる。

キーワード:東海地震,防災教育,継続性,地産地消,津波
Keywords: Tokai Earthquake, Disaster education, Continuity, Locally produced and consumed, Tsunami



GSC022-08 会場:301A 時間:5月 23日 10:15-10:30

全国の教室に露頭を届ける「地層宅配便計画」
Home delivery service of a set of teaching materials of geology as a supplement of out-
crop and supporting school teacher

中野英之 1,小尾靖 2∗,伊藤孝 3,河尻清和 4,飯野直子 5,山下浩之 6,手代木英明 7,坂田算浩 8,上林彰仁 9,植木岳雪 10

Hideyuki Nakano1, Yasushi Obi2∗, Takashi Ito3, Kiyokazu Kawajiri4, Naoko Iino5, Hiroyuki Yamashita6, Hideaki Teshirogi7,
Kazuhiro Sakata8, Akihito Uebayashi9, Takeyuki Ueki10

1 京都教育大学, 2 神奈川県立相模原清稜高等学校, 3 茨城大学教育学部, 4 相模原市立博物館, 5 熊本大学教育学部, 6 福岡
市立南片江小学校, 7足立区立中川北小学校, 8静岡県立科学技術高等学校, 9北海道大学大学院理学院, 10産業技術総合研
究所地球科学情報研究部門
1Kyoto Univ. Edu.,2Sagamihara Seiryo High School,3Fac. Edu. Ibaraki Univ.,4Sagamihara City Mus.,5Fac. Edu. Kumamoto
Univ., 6Mikami-katae Elementary school,7Nakagawa-kita Elementary School,8Shizuoka Pref. High School of Sci. Tech.,9Grad.
Shool Sci., Hokkaido Univ.,10Geological Survey of Japan (AIST)

日本地学教育学会広報委員会の活動の一環として，日本各地の典型的な地層のはぎ取り標本，教師用指導書，授業案，
ワークシートからなるセット教材の作成している．このセット教材を全国の小中学校に宅配便で送付し，理科の授業で
活用してもらう「地層宅配便」システムを，平成 22年度から 3年間で確立する．このシステムは，小中学校における地
層の野外観察活動を代替するもので，都市化による露頭の消滅を補い，地学を専門としない教員をサポートする．本発
表では，地層のはぎ取り標本の作製方法と実際の標本を示し，今までに行った授業実践例を紹介する．なお，本研究は
文部科学省科学研究費補助金基盤 C　 22500809の助成を受けている．

キーワード:地学教育,地層のはぎ取り標本,授業実践,初等中等教育,宅配便,学会と現職教員との連携
Keywords: earth science education, peer specimen of sediments, elementary and secondary education, teaching practice, home
delivery service, collaboration between society and school teachers



GSC022-09 会場:301A 時間:5月 23日 10:45-11:00

日本第四紀学会の教育活動・アウトリーチ活動
Education and outreach programs of the Japan Association for Quaternary Research

植木岳雪 1∗,遠藤邦彦 2,百原新 3,久保純子 4,水野清秀 5,目代邦康 6

Takeyuki Ueki1∗, Kunihiko Endo2, Arata Momohara3, Sumiko KUBO4, Kiyohide Mizuno5, Kuniyasu Mokudai6

1産業技術総合研究所地質情報研究部門, 2日本大学文理学部，日本第四紀学会会長, 3千葉大学園芸学部, 4早稲田大学教
育学部, 5 産業技術総合研究所地質情報研究部門, 6 自然保護助成基金
1Geological Survey of Japan, AIST,2Nihon Univ. & Assoc. Quatern. Res.,3Fac. Horticulture, Chiba Univ.,4School Edu.,
Waseda Univ.,5Geological Survey of Japan, AIST,6Pro Natura Foundation

近年の地球環境問題，資源問題を解決し，持続可能で安心・安全な社会を構築するためには，市民の自然史のリベラ
ルアーツを基礎として，リテラシーを育成することが必要である．そのためには，自然史科学の研究者は，研究のアカ
ウンタビリティーと研究分野の普及・啓蒙の両面で，アウトリーチ活動を行うことが求められる．日本第四紀学会は第
四紀という一つの地質時代に関係するさまざまな分野の研究者が集まった学際的な学会であり，高等学校の理科 4科目
（物理，化学，生物，地学）のすべてと地歴科 2科目（地理，日本史）にまたがる 11の専門分野（地質学，地理学，考
古学，古生物学，植物学，土壌学，地球物理学，地球化学，工学，人類学，動物学）のいずれかに学会員は所属してい
る．また，学会員の職業は大学・研究所の研究者だけでなく，小学校・中学校・高等学校の教員，博物館等の学芸員，行
政機関の職員，企業の技術者など多様である．このような，学会の特長を生かすべく，ここ数年，学会として行う教育
活動・アウトリーチ活動を模索してきた．
　 2007年には，フィールドの活用・保全に関する公開シンポジウムを開催し，その内容は「地質ニュース」640号に

まとめられた．2009年には学校教育における第四紀の新定義の普及・啓蒙のために，日本学術会議や関連学協会と協力
して，第四紀の新しい定義を広く普及する公開シンポジウムを開催した．日本第四紀学会が主催したシンポジウム「自然
史研究におけるフィールドの活用と保全」の内容は，第四紀研究 49巻 5号にまとめられた．2010年には，教育をテー
マにした 2つのシンポジウムを開催した．学校教育としての地学教育をテーマにしたシンポジウムの内容は 2011年春に
第四紀研究別冊号として刊行し，生涯教育としての自然史教育をテーマにしたシンポジウムの内容は夏に第四紀研究特
集号として刊行される予定である．
　日本第四紀学会が担うべき，日本第四紀学会しかできない，教育活動・アウトリーチの活動とは何であろうか？大

きく分けて，1つは第四紀学の普及・啓蒙であり，もう 1つは学会が個人や機関のネットワークの牽引車や接着剤として
の役割を担うことと考えられる．後者については，ジオパークへの貢献，学会間のネットワークの構築，学会と学校教
員や市民とのネットワークの構築のような活動を日本第四紀学会として推進すべきである．日本第四紀学会は多様な分
野・職業の学会員から構成されているので，ジオパークを支援する場合には，地形・地質だけでなく，考古・人類などの
人間活動や植物・動物などの自然史の観点から多様な事象や活動形態を提供できる．また，学会員のネットワークを利
用して，第四紀に関連する研究系学会と教育系学会の連携や，さまざまな分野の研究者と学校教員，市民との接点を持
つことができる．それは，学校教育や生涯教育に多様な人材を取り込み，活動の幅を拡げることになるだろう．

キーワード:日本第四紀学会,学会間連携,地学教育,自然史教育,アカウンタビリティー,ネットワーク
Keywords: Japan Association for Quaternary Research, between-society cooperation, earth science education, natural history
education, accountability, network



GSC022-10 会場:301A 時間:5月 23日 11:00-11:15

学術研究から地学普及活動への橋渡し
Some problems from the scientific researches toward an educational promotion

高橋雅紀 1∗

Masaki Takahashi1∗

1 産業技術総合研究所　地質情報研究部門
1National Institute of Advanced Industria

学術研究においては，課題そのものの難しさとは別に，関連分野や一般市民への理解と普及においても様々な困難が指
摘されている．自然科学に関しても同様の問題が議論されている原因は，細分化された専門分野の羅列状況がますます
総括的テーマを埋没させ，その結果，高度な専門性が自然の醍醐味を一般市民に伝える際の足枷になってしまっている
からであろう．例えば，ここ連合大会においても，多種多様な研究者集団が集っていながら，研究分野の融合とはほど
遠い状況が続いている．同じ空間に他分野の研究者を集めたとしても，使用している言語 (専門用語だけでなく概念や思
想)が異なるので，そもそも会話が成立しない．分野間融合は個人レベルで始めるしかなく，そのためには相手の言語を
覚えるか，相手が理解できる言葉を用いるしかない．自然科学の普及活動に関しては後者が必須となるが，具体的な行為
においては研究活動そのものとは別個の能力が必要であると思う．専門性は研究者にとって居心地がよいが，科学その
ものにとってはハンディキャップと言えよう．演者が常々感じ模索している試行錯誤を紹介し，アドバイスを頂きたい．

キーワード:アウトリーチ,地球科学,地質学,普及教育
Keywords: outreach, earth science, geology, educational promotion



GSC022-11 会場:301A 時間:5月 23日 11:15-11:30

図書館を利用した展示会による地学教育
Earth Science Education using Exhibitions in Library

佐々田俊夫 1∗

Toshio Sasada1∗

1 愛知教育大学科学ものづくりセンター
1STEP, Aichi University of Education

子供達の理科離れ現象が指摘されて久しいが、近年、理科嫌いの教員が理科嫌いの子供を増やしていることが懸念さ
れている。理科嫌いが理科嫌いを増やすという負の連鎖を断ち切るため、大学の図書館を利用した地学系展示会を企画
した。愛知教育大学附属図書館には、目的展示スペース『アイ・スペース』が開設されており、様々なイベントが行われ
ている。2010年 4月～5月に『富士山展』を、同年 11月～12月に『宝石の原石展』を開催した。
『富士山展』は、富士山の生い立ち、噴火、文化、そして、生命を紹介する展示会である。３Ｄ映画『アバター』の影
響で立体映像に対する関心が高まっていたので、富士山の３Ｄ地図の展示に力を入れた。『宝石の原石展』は誕生石に選
定されている宝石に絞って、誕生石の文化と科学を紹介する展示会である。87点の原石標本を展示した。どちらの展示
会も、理科を専門としない学生にも興味を持ってもらうよう、文化的な要素を含んでおり、地学的な内容が自然と学べる
ように工夫されている。来場者には概ね好評であった。『富士山展』には外部からの来場者が比較的多かった。『宝石の
原石展』には内部の女子学生の参加者が多かった。理科嫌いは女性の方に多いと古くから言われており、宝石は理科嫌
い対策に有効な手段となることが期待される。
この発表では展示会の様子や図書館で開催する利点、来場者アンケートの調査結果などを報告する。

キーワード:展示会,地学教育,図書館
Keywords: Exhibition, Education, Earth Science, Library



GSC022-12 会場:301A 時間:5月 23日 11:30-11:45

親子対象フィールドセミナー「地球教室」
Fieldwork-oriented seminars for children and their parents

桂田祐介 1∗,束田和弘 1,西本昌司 2,松田正道 2,古川邦之 3,吉田英一 1

Yusuke Katsurada1∗, Kazuhiro Tsukada1, Shoji Nishimoto2, Masamichi Matsuda2, Kuniyuki Furukawa3, Hidekazu Yoshida1

1 名古屋大学, 2 名古屋市科学館, 3 愛知大学
1Nagoya University,2Nagoya City Science Museum,3Aichi University

地球科学という学問分野は、46億年の歴史をもつ地球について総合的に解明しようという学問である。この学問分野
は、地球環境や自然災害、鉱産資源分野と直結しているため、人類の生き残りをかけて現在と未来の地球を考える上で
不可欠な分野と言える。現在大きな社会問題となっている「子どもの理科離れ・自然離れ」の原因は、子ども達ではな
くて自然を教えることができない大人にあるのではないか。今求められるのは、親子ともに自然に触れて学問の面白さ
を体感することではないか。こうした考えから、名古屋大学博物館が、地球科学を題材にして、初等・中等教育のプロ
である名古屋市科学館と連携して始めたのが、親子対象フィールドセミナー「地球教室」である。

地球教室は、平成 17年度後半に独立行政法人科学技術振興機構 (JST)による研究者情報発信活動推進モデル「モデル
開発」の採択を受けて本格的に開始され、翌平成 18年度には岐阜県の地質露頭を教材にしたコンテンツを多数開発した。
JSTによる助成終了後の平成 19年度以降は、実施回数と内容を限定して主に自己財源によって運営している。現在は、
愛知大学等の協力も得て、年に４回（各学期および夏休み期間）実施している。各回とも、事前学習・現地学習・事後学
習の３タイプの学習を基本構成とし、２日間の日程で実施している。それぞれのコンテンツは毎回のアンケート調査か
ら改良を続け、毎年１回は新規に教材を開発している。

名古屋大学博物館と名古屋市科学館におけるＡ 4判チラシの配布とウェブサイトによる広報が中心である。平成 18・
19年度は、名古屋市内の小中学校へのチラシ配布も行っていた。現在は、名古屋大学博物館の企画・特別展の案内とと
もに市の文教施設等に配布している。時折可能となる新聞紙面での広報が効果をあげており、近年は毎回２～５倍程度
の抽選倍率になっている。なお、これまでに最多の応募があった平成 21年度第４回は、定員 30名に対して最大 242名
の応募数であった。

現在は、名古屋大学の教員１名と非常勤研究員１名、名古屋市科学館の学芸員１名と社会教育主事１名、愛知大学の
教員１名が中心になって運営している。この運営メンバーに加えて、当日には臨時スタッフとして他の教員やアルバイ
ト数名、学生ボランティア数名（平成 21年度より愛知大学における一般教育プログラムの一環として参加）が実施にあ
たっている。

本格実施から５年が経過した地球教室は、自然と触れながら学問の面白さを伝える次世代教育の試みとして、ようや
く軌道に乗ったところである。地球教室では、研究者と教育者の両方の視点からコンテンツを開発・改良し、質の高い
アウトリーチ活動として完成度を高めることを目指している。これまでの成果は、例えば名古屋大学博物館国際フォー
ラム（平成 18年）、全国科学館連携協議会研修会（平成 19年）、Asia Pacific Network of Science and Technology Centres
Conference（同年）などで報告・実演され、先達・同業者からの批評を受けて改善してきた。また一方で、学生ボラン
ティアの参加実績に見られるように、参加者へのアウトリーチ活動としてのみでなくスタッフ側の人材育成としても、そ
の次世代教育の内容が展開しつつある。



GSC022-13 会場:301A 時間:5月 23日 11:45-12:00

国際地学オリンピックの報告
The report of the International EarthScience Olympiad (IESO)

瀧上豊 1∗,久田健一郎 2

Yutaka Takigami1∗, Ken-ichiro Hisada2

1 関東学園大学, 2 筑波大学生命環境科学研究科
1Kanto Gakuen University,2University of Tsukuba

国際地学オリンピックの報告

２０１０年度の地学オリンピックに関する活動と２０１２年度の国際地学オリンピック日本大会を含む今後の予定を
報告します。

１)インドネシア大会
募集　　　２００９年９月１日―１１月３０日
第２回日本地学オリンピック大会予選（国際大会一次選考）
　２００９年１２月２０日　６８２名申し込み　５５１名受験
　　　　　（37会場：10大学および 27高校）
本選（「第１回グランプリ地球にわくわく」）（国際大会最終選考）・表彰式　
２０１０年３月２４日から２６日　２４名参加　
会場：つくば市　産業技術総合研究所、JAXA、気象研究所、環境研究所
　　　　　最優秀賞（国際大会派遣生徒）４名（高校３年 3名、２年 1名）
　　　　　優秀賞（国際大会派遣補欠）４名　（高校 3年 5名、２年 2名、１年 1名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注；学年は 2010年度）

特別賞（産総研地質調査総合センター特別賞、茨城県知事賞、つくば市長賞）
　　通信研修　５月―８月
　　合宿研修　８月１７日―２０日　清里高原および箱根（生命の星・地球博物館）
　　国際大会　９月１９日－２８日　インドネシア（ジョグジャカルタ）
　　　　　　　 1名金メダル、３名銀メダル
文部科学省　表敬訪問　９月２９日

２）イタリア大会
募集　　　２０１０年９月１日―１１月１５日
第３回日本地学オリンピック大会予選（国際大会一次選考）
　２０１０年１２月１９日　８６９名申し込み　７７７名受験
　　　　　（50会場：24大学、25高校、1中学）
本選（「第２回グランプリ地球にわくわく」）（国際大会最終選考）・表彰式　
２０１１年３月２４日から２６日　２７名参加　
会場：つくば市　産業技術総合研究所、気象研究所環境研究所、防災科学技術研究所、JAXA
　　　　　最優秀賞（国際大会派遣生徒）４名、優秀賞（国際大会派遣補欠）４名
　　　　　特別賞（産総研地質調査総合センター特別賞、茨城県知事賞、つくば市長賞、
つくば科学万博記念財団理事長賞）
　　通信研修（４－８月）
　　合宿研修　６月４日―５日　つくば（１泊２日）、８月中旬　（清里・箱根３泊４日）　
　　国際大会　９月５日―１４日　イタリア（モデナ）

３）今後の予定

・２０１２年日本大会　（筑波研究学園都市）
募集　　　２０１１年９月１日―１１月１５日



第４回日本地学オリンピック大会予選（国際大会一次選考）
　２０１１年１２月１８日
本選（「第３回グランプリ地球にわくわく」）（国際大会最終選考）・表彰式
　２０１２年３月２５日―２７日
国際大会　２０１２年８月２６日―９月２日

・２０１３年　インド大会

参考
NPO法人地学オリンピック日本委員会

http://jeso.jp/　　　　　
esolympiad@yahoo.co.jp

キーワード:地学オリンピック,インドネシア大会,イタリア大会,日本大会,地球にわくわく
Keywords: IESO2010, IESO2011, IESO2012, Internatuonal Earth Science Olympiad
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